
衆
議
員
総
選
挙
 

総
鷺
難
醐料
織線
 

響
誹
掴数
緯
務
な
沈
め
一
漂
済
 

衆
議
院
解
散
に
と
も
な
う
衆
議
院
議
員
総
選
 

挙
と
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
の
国
民
審
査
は
 

十
一
月
二
十
日
公
示
さ
れ
十
二
月
十
日
投
票
 

日
と
決
ま
り
ま
し
た
。
国
政
に
つ
い
て
、
今
 

後
四
年
間
を
任
す
国
会
議
員
を
選
ぶ
大
事
な
 

選
挙
で
す
。
棄
権
し
な
い
で
大
切
な
一
票
を
 

行
使
し
ま
し
よ
う
。
 

1「ブ
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1
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並
木
は
も
は
や
枯
木
立
 

師
走
の
街
を
急
ぐ
人
 

迷
い
仔
犬
が
尾
を
振
っ
て
 

主
を
探
し
て
鼻
鳴
ら
す
 

小
雪
ち
ら
つ
く
街
の
角
 

落
葉
が
風
に
弧
を
描
き
 

リ
ヤ
カ
ー
の
お
ば
さ
ん
芋
を
焼
く
 

雀
は
か
ら
だ
を
丸
く
し
て
 

冷
た
い
風
に
夢
を
見
る
 

◆
◆
◆
◆

◆
●
◆
◆
◆

◆
‘

●
◆

◆
◆
●
◆
◆
◆
 
◆
◆

◆
◆
◆
◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆
◆
◆
●

◆
 
◆
◆

◆
◆
◆
 
●

◆
◆
 
◆

◆
◆
◆
◆
◆

◆
◆
◆
 
●
◆
◆
◆

◆
◆
◆
◆
◆
 

（昭和33年9月10日第3種郵便物特認可） の
 

市
民
文
化
会
館
二
階
 

選
挙
権
に
つ

い
て
 

△
住
所
要
件
▽
昭
和
四
十
七

年
十
一
月
十
九
日
で
満
三
カ
月

以
上
居
住
す
る
人

（
昭
和
四
十

七
年
八
月
十
九
日
以
前
に
五
所

川
原
市
に
住
み
、
住
民
登
録
し

た
人
）
 

八
年
令
要
件
V
 

昭
和
四
十
七
年
十
二
月
十
日

で
満
二
十
歳
の
人

（
昭
和
二
十

七
年
十
二
月
十
一
日
以
前
に
生

れ
た
人
）
 

転
居

に
つ
い

て
 

昭
和
四
十
七
年
十

一
月
十
一
一

日
ま
で
転
居
の
手
続
き
を
と
っ

た
人
は
、
新
住
所
地
で
投
票
で

き
ま
す
。
そ
れ
以
後
の
人
は
、
 

前
の
住
所
地
で
投
票
し
て
く
だ

さ
い
。
 

不
在

者
投
票
 

選
挙
の
当
日
、
投
票
所
へ
行

っ
て
投
票
で
き
な
い
人
は
市
選

挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票

を
し
て
く
だ
さ
い

（
印
鑑
持参

の
こ
と
）
 

不
在
者
投
票
の
日
時
 

昭
和
四
十
七
年
十

一
月
二
十

日
ー
十
二
月
九
日
ま
で

（
時
間

は
午
前
八
時
半
ー
午
後
五
時
）
 

立
会

演
説
会
 

十
二
月
二
日
午
後
六
時
か
ら

市
民
文
化
会
館
ホ
ー
ル
 

投

票
の

方
法
 

衆
議
院
議
員
の
投
票
用
紙
と

裁
判
官
の
国
民
審
査
の
投
票
用
 
 

紙
（
候
補
者
の
名
前
が
印
刷
し

て
あ
る
）
 と
の
二
枚
が
同
時
に

交
付
さ
れ
ま
す
か
ら
間
違
い
な

い
ょ
う
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。
 

衆
議
員
は
記
名
式
で
、
裁
判

官
の
国
民
審
査
の
投
票
に
は
、
 

や
め
さ
せ
た
方
が
よ
い
と
思
う

裁
判
官
に
つ
い
て
は
×
を
つ
け

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
×
の

記
号
以
外
の
事
項
を
書
く
と
す

べ
て
無
効
に
な
り
ま
す
。
 

な
お
、
不
在
者
投
票
な
ど
、
 

選
挙
に

つ
い
て
は
市
選
挙
管
理

委
員
会
、
電
話
内
線
三
二
九
番

三
三
〇
番
に
お
問
い
あ
わ
せ
く

だ
さ
い
。
 

‘
」
言I
昌
「I
呈
「I
 

寺
町
岩
木
町
会

に
 

建

設
大
臣
賞
 

寺
町
岩
木
町
内
会
（
福
士
孝

一
会
長
、
二
百
八
十
世
帯
）
 
は

道
路
愛
護
の
功
労
者
と
し
て
建

設
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
、
十
一

月
二
十
七
日
、
青
森
市
の
県
建

設
セ
ン
タ
ー
で
表
彰
状
と
記
念

品
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
 

同
町
内
会
は
、
十
二
年
前
か

ら
毎
週

一
回
、
朝
五
時
か
ら
七

時
ま
で
岩
木
川
原
の
ゴ
ミ
を
清

掃
し
た
り
、
夏
季
間
は
交
代
で

堤
防
の
草
刈
り
や
防
風
林
を
手

入
れ
す
る
な
ど
、
活
発
な
奉
仕

活
動
を
続
け
て
お
り
、
昭
和
四

十
年
の
建
設
大
臣
賞
に
つ
い
で

二
回
目
の
受
賞
で
す
。
 

投
票
日
 

昭
和
四
十
七
年
十
二
月
十
日
 

（
日
）
 （
投
票
時
間
午
前
七
時
 

ー
午
後
六
時
ま
で
）
 

投

票

場
所
 

市
内
三
十
ニ
カ
所

（
新
宮
団

地
は
五
所
川
原
小
学
校
、
七
ッ

館
、
広
田
、
梅
田
の
一
部
は
 

第
三

中
学
校

（
旧
栄
中
）
)
 

で
、
ほ
か
は
こ
れ
ま
で
と
変
り

あ
り
ま
せ
ん
。
 

入
場
券
 

発
行
致
し
ま
せ
ん
 

開
票
に

つ
い
て
 

十
二
月
十
日
午
後
七
時
か
ら
 

・

‘ミ
 



d
,
 

生活環境パトロール本部 

住みよい 

環境づくりに 

でんわ⑤141 

恥
際
勿
澗
曹
靴
葦

"J
・
 

け
‘

療
麟
喋
播
議
 

八
お
た
ず
ね

V
 

県
立
五
農
高

校
の
移
転
跡
地

を
公
園
か
憩
の

場
と
し
て
確
保

し

て
く
だ

さ
 

'
 

ハ
お
こ
た
え

V
 

ご
承
知
の
と
お
り
五
農
高
校

は
昭
和
四
十
九
年
四
月
に
飯
詰

地
区
に
移
転
す
る
こ
と
に
決
定

し
て
お
り
ま
す
。
 

跡
地
は
緑
豊
か
で
、
そ
の
ま

ま
使
え
る
苗
圃
や
温
室
、
ス
ポ
 

ー
ッ
施
設
も
あ
り
移
転
後
の
活

用
を
県
と
交
渉
を
も
つ
こ
と
に

し
て
い
た
と
こ
ろ
さ
る
九
月
に
 

商
工
会
議
所
か
ら
市
議
会
に
同

じ
主
旨
の
請
願
が
あ
り
現
在
継

続
審
査

中
と
な
っ

て
お
り
ま

す
。
市
で
は
県
に
対
し
て
こ
れ

ら
の
動
き
に
歩
調
を
あ
わ
せ
各

種
団
体
と
も
連
絡
を
と
り
な
が

ら
教
育
公
園
や
教
育
施
設
な
ど

と
し
て
有
効
に
転
用
し
て
い
た

だ
く
ょ
う
陳
情
を
お
こ
な
っ
て

お
り
ま
す
。
 

'
 

I2月I日～2釦 

●んなで明るいお正月‘ 
歳
ホ

た
す
け
め
い
 

市
社
会
福
祉
協
議
会
と
県
共

同
募
金
会
五
所
川
原
支
会
は
、
 

四
十
七
年
歳
末
た
す
け
あ
い
運

動
を
十
二
月
一
日
ー
十
二
月
三

十

一
日
ま
で
行
な
い
ま
す
。
 

ク
み
ん
な
そ
ろ
ケ
て
明
る
い

お
正
月
を

4生
活
に
困
っ
て
い

る
家
庭
や
恵
ま
れ
な
い
人
た
ち

に
配
分
さ
れ
る
も
の
で
す
か
ら

み
な
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

同
会
で
は
、
た
す
け
あ
い
の

運
動
に
あ
た
っ
て
次
の
こ
と
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
 

一
、
生
活
に
困
っ
た
り
、
福

祉
問
題
を
か
か
え
て
苦
し
ん
で

い
る
人
た
ち
ゃ
家
庭
の
実
態
を

明
ら
か
に
し
、
問
題
の
お
こ
る
 

始

ま
る
 

原
因
や
背
景
を
み
ん
な
で
考
え

あ
お
う
。
 

社
会
福
祉
、
社
会
保
障

の
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
が
生
活
や

健
康
を
守
る
た
め
に
不
備
な
点

が
な
い
か
も
う

一
度
点
検
し
て

み
よ
う
。
 

生
活
困
窮
家
庭
や
災
害

被
災
家
庭
、
社
会
福
祉
施
設
利

用
者
の
た
め
に
 「
金
品
も
ち
よ

り
運
動
」
な
ど
物
心
両
面
の
援

護
活
動
を
す
す
め
よ
う
。
 

地
域
社
会
全
体
で
低
所

得
者
対
策
の
充
実
強
化
運
動
を

行
な
い
発
展
さ
せ
よ
う
。
 

N
H
K
は
2
5日
 

ま
 
で
 受

付
 

第
二
十
二
回
 

「
N
H
K歳
末

た
す
け
あ
い
」
 

は
十
二
月
一
日

か
ら
二
十
五
日

ま
で
全
国
い
っ

せ
い
に
行
な
わ

れ
ま
す
。
 

こ
の
運
動
は

恵
ま
れ
な
い
か

た
が
た
に
も
ク

明
る
い
お
正
月
 

4
を
迎
え
て
い

た
だ
こ
う
と
昭
 

和
二
十
六
年
か

ら
始
め
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ま

で
に
よ
せ
ら
れ
 

た
義
援

金
は
第

一
回
か
ら

の

累
計
で
四
十
四
億
九
千
二
百
万

円
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
こ
と
し

も
次
の
要
領
で
義
援
金
を
募
り

ま
す
。
 

八
義
援
金

V
 

義
援
金
の
額
は
い
く
ら
で
も

結
構
で
す
。
 

八
受
付
窓
ロ

V
 

全
国
の
各
郵
便
局
、
都
道
府

県
共
同
募
金
会
、

N
HK
各
放

送
局

（
弘
前
放
送
局
の
窓
ロ
は

月
ー
土
の
午
前
九
時
半
ー
午
後

五
時
ま
で
受
け
付
け
し
ま
す
）
 

ハ
義
援
金
の
配
分

V
 

こ
の
運
動
に
よ
る
義
援
金
は

原
則
と
し
て
募
金
さ
れ
た
方
が
 

市
教
育
委
員
会
は
 

】
ひ
 

昭
和
四
十
八
年
四
月

右
，
 

の
新
入
学
児
童
の
家
 

4
8
 庭
に
十
二
月
一
日
付

け
で
入
学
通
知
書
（
 

健
康
診
断
実
施
通
知
書
と
も
）
 

を
発
送
し
ま
し
た
。
 

例
年
、
い
ろ
い
ろ
な
事
情
で

通
知
書
が
届
か
な
い
例
も
あ
る

よ
う
で
す
の
で
、
通
知
書
の
届

か
な
い
場
合
は
市
教
育
委
員
会
 

（
電
話⑤
二
一
一
一
番
、
内
線

二
四
七
番
）
 に
ご
連
絡
願
い
ま

す
。
 

四
十
八
年
度
の
新
入
学
児
童

は
昭
和
四
十
一
年
四
月
二
日
ー
 

昭
和
四
十
二
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
児
童
で
、
十
一
月

四
日
現
在
作
成
の
名
簿
で
は
対

象
児
童
は
七
百
七
十
余
人
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
 

ま
た
入
学
式
は
、
市
内
の
各
 

住
ん
で
い
る
都
道
府
県
共
同
募

金
会
が
該
当
都
道
府
県
内
の
生

活
に
困
っ
て
い
る
人
々
に
公
正

に
配
分
さ
れ
ま
す
。
 

と
く
に
身
体
障
害
者
（
児
）
 

に
は
重
点
的
に
配
分
さ
れ
ま
す
 

小
学
校
と
も
昭
和
四
十
八
年
四

月
七
日
（
土
曜
日
）
午
前
九
時

か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

入
学
児
童
の
健
康
診
断
日
程

は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

▽

一
月
十
九
日
 
五
所
川
原

小
学
校
、
中
央
小
 

▽
一
月
二
十
三
日
 
南
小
、
 

栄
小
 

▽
一
月
二
十
四
日
 
七
ッ
館

小
、
沖
飯
詰
小
、
田
川
小
、
鶴

ケ
岡
小
 

▽
一
月
二
十
五
日
 
藻
川
小

野
里
小
、
松
野
木
小
、
松
島
小

一
野
坪
小
 

▽

一
月
二
十
六
日
 
飯
詰
小

毘
沙
門
小
、
羽
野
木
沢
小
、
東

小
、
梅
泉
小
 

．、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
 

保
険
料
の

お
 

得
な
か
け
か
た
 

毎
月
お
払
い
込
み
に
な
っ
て

お
ら
れ
る
保
険
料
を
、
ボ
ー
ナ

ス
な
ど
家
計
に
余
裕
の
あ
る
時

期
に
三
カ
月
分
以
上
前
納
さ
れ

ま
す
と
お
得
で
す
の
で
お
勧
め

い
た
し
ま
す
。
 

例
え
ば
、
保
険
料

一
万
円
の

場
合
、
三
カ
月
分
前
納
さ
れ
ま

す
と
保
険
料
三
万
円
の
三
分
三

厘
、
千
円
が
割
引
き
さ
れ
払
い

込
み
金
額
は
二
万
九
千
円
に
な

り
ま
す

（
五
所
川
原
郵
便
局
）
 

新
入
学
児
童

の
 

健
康
診
断
 

廿
皆
ん
な
で
明
る
い
正
月
を
廿
 

②
歳

末

た
す

け
あ

い
 

'
 



③
 

市
消
防
本
部
は
十
一
月
十
五

十
六
の
両
日
市
内
の
単
身
、
寝

た
き
り
老
人
家
庭
の
火
災
予
防

査
察
を
行
な
い
ま
し
た
が
、
そ

の
結
果
ボ
ン
べ
を
屋
内
に
設
置

し
て
い
る
な
ど
火
災
予
防
上
危

険
だ
、
と
指
摘
さ
れ
た
も
の
が

三
十
三
件
あ
り
ま
し
た
。
 

予
防
査
察
は
、
市
福
祉
事
務

所
の
ホ
ー
ム
（
ル
パ
ー
と
合
同

で
単
身
、
寝
た
き
り
老
人
家
庭

三
十
九
件

（
使
用
火
気
器
具
八

十
三
件
）
を
対
象
に
行
な
っ
た

も
の
で
す
。
 

そ
の
結
果
、
 マ
キ
ス
ト
ー
ブ

ポ
ッ
ト
式
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
石

油
風
呂
釜
な
ど

「
煙
突
を
必
要
 

市
が
無

料
で

修
理
 

と
す
る
器
具
」
で
、
煙
突
の
不

足
な
も
の
 
（
七
件
）
が
一
番
多

く
指
摘
さ
れ
、
次
い
で
煙
突
の

貫
通
部
分
の
危
険
な
も
の
（
六

件
）
、
ほ
か
に
煙
突
が
不
良
で

焚
ロ
の
周
囲
が
悪
い
も
の
の
順

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

ま
た
「
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
を
使

用
」
し
、
ボ
ン

べ
を
屋
内
に

設
置
し
て
い
た
の
が
十
四
件
あ

り
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
周
囲
が
危

険

（
三
件
）
瓦
も
の
も
あ
り
ま

し
た
。
 

こ
の
た
め
同
本
部
は
、
市
福

祉
事
務
所
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
不

良
熱
器
具
の
取
替
や
修
理
、
ま

た
め
が
ね
石
や
耐
火
ボ
ー
ド
の
 

取
り
付
け
を
無
料
で
 

早
急
に
行
な
い
単
身
 

寝
た
き
り
老
人
家
庭
 

の
火
災
事
故
防
止
に
 

全
力
を
あ
げ
ま
す
。
 

消
費
者
の
一

日
講
座
 

市
商
工
観
光
課
は

県
消
費
生
活
セ
ン

タ

り
ー
と
共
催
で
十
二
月

六
日

（
水
）
午
後
一

時
か
ら
産
経
会
館
四

階
会
議
室
で
開
き
ま

す
、
 

東
京
家
庭
品
研
究

所
、
研
究
員
鶴
岡
英

樹
氏
が
「
繊
維
の
か
 

植
物
学
の
上
で
は
、
ウ
ッ
ギ

と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の
木

の
幹
が
中
空
で
あ
る
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。
樹
高

一
ー
二
M
 

の
低
木
で
、
花
の
後
に
球
果
を
 

ウ
 
ノ
 
ハ
 
ナ
 

（
ウ
ツ
ギ
科
）
 

つ
け
ま
す
の
で
、
む
か
し
の
こ

ど
も
た
ち
は
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
ボ
ク

の
果
、
イ
ボ
タ
の
果
と
と
も
に

竹
筒
鉄
砲
の
弾
丸
と
し
て
ち
ょ

う
ほ
う
が
っ
た
も
の
で
す
。
 

く
 

ん
べ
つ
と
整
理
」
と
題
し
て
講

議
す
る
ほ
か
、
繊
維
に

つ
い
て

の
用
途
別
分
類
の
仕
方
、
燃
焼

染
料
テ
ス
ト
な
ど
の
簡
単
な
実

習

も
行
な

い
ま
す
。
 

満
七

十
歳
以

上
の
お

と
し
よ
 

Iー
ー
 

で
に
 
「
 

受
給
者

証
交
付

申
請
書
」
の
用
紙
を
各
行
政
連

絡
員
を
と
お
し
て
配
布
し
て
あ

り
ま
す
。
ま
だ
お
手
も
と
に
届

い
て
い
な
い
方
は
市
健
康
年
金

課
、
ま
た
は
各
支
所
の
窓
ロ
へ

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
た
だ
し

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
に
限

り
ま
す
。
 

申
請
書
の
受
け
付
け
は
、
健

康
年
金
課
で
行
な
い
ま
す
が
、
 

所
要
事
項
を
全
部
記
載
し
た
も

の
に
つ
い
て
は
各
支
所
を
通
じ

て
提
出
し
て
も
結
構
で
す
。
 

受
給
の
対
象
と
な
る
所
得
制

限
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で

す
が
、
こ
れ
は
国
民
年
金
法
の

所
得
制
限
と
全
く
同
じ
で
す
か

ら
、
そ
の
所
得
制
限
に
よ
っ
て
 

津
軽
で
は
「
ウ
ッ
ギ
」
と
い

う
と
、
こ
の
木
で
は
な
く
ク
タ
 

」
ウ
ッ
ギ
4
 （
ス
イ
カ
ズ
ラ
科

で
花
は
ピ
ン
ク
）
 を
指
し
て
い

る
こ
と
が
多
い
の
で
混
乱
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が

必
要
で
す
。
 

遠
く
か
ら
望
め
ば
、
雪
の
よ

う
に
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
ク
雪

見
草
4
や
ク
水
昌
花
4
の
別
名

が
あ
り
ま
す
。
 

〇
 

老
令
福
祉
年
金
の
受
給
権
を
停

止
さ
れ
て
い
る
方
は
、
停
止
が

解
除
さ
れ
る
ま
で
医
療
費
の
受

給
資
格
が
あ
り
ま
せ
ん
。
 

し
た
が
っ
て
次
の
条
件
に
該

当
す
る
場
合
は
、
資
格
が
あ
り

ま
す
の
で
申
請
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
 

▽
本
人
が
世
帯
主
の
場
合
 

扶
養
親
族
な
ど
な
い
と
 

鼻
（、
 前

年
の
年
間
普
通
所
得
が
」
1
 

十
八
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
 

扶
養
親
族
な
ど
が
ひ
と

り
あ
る
と
き
 

年
間
所
得
三
十
八
万
円
に
十

二
万
五
千
円
を
加
算
し
た
額

（
 

五
十
万
五
千
円
）
以
下
で
あ
る

こ
ン
」
 扶

養
親
族
な
ど
ふ
た
り

以
上
あ
る
と
き
 

最
初
の
ひ
と
り
を
除
い
た
数

に
ひ
と
り
に
つ
き
十
三
万
五
千

円
を
加
算
し
た
額
よ
り
以
下
の

と
寿
、
 

▽
本
人
が
世
帯
主
で
な
い
場
 

Aロ
 

世
帯
主
の
前
年
の
年
間

普
通
所
得
が
百
三
十
二
万
三
千

六
百
二
十
五
円
以
下
で
、
扶
養

親
族
な
ど
が
ひ
と
り
あ
る
と
き

百
三
十
二
万
三
千
六
百
二
十
五

円
に
十
九
万
五
千
円
を
加
算
し

た
額

（
百
五
十
一
万
八
千
六
百

二
十
五

円
）
 
以下
で

あ
る
こ
 

、
《
」
 

扶
養
親
族
な
ど
ふ
た
り

以
上
あ
る
と
き
 

最
初
の
ひ
と
り
を
除
い
た
数

に
ひ
と
り
に
つ
き
十
三
万
五
千

円
を
加
算
し
た
額
の
以
下
で
あ

る
こ
と
 

ほ
か
に
明
治
三
十
六
年
二
月

以
降
に
生
ま
れ
た
方
は
、
満
七

十
歳
に
達
す
る
月
の
初
日
か
ら

受
給
権
が
発
生
し
ま
す
。
 

'
 

老
人
家

庭
の

火
災

予
防

査
察
 

3
3件
が
要
注
意
 

心
の
花
だ
よ
り
 

「
う
の
花
 
に
お
う
垣
根
に

ほ
と
と
ぎ
す
 
早
も
来
な
き
て

忍
音
も
ら
す
 
夏
は
来
ぬ
」
と

小
学
唱
歌
で
う
た
わ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
 
誰
れ
の
心
に

も
の

こ
っ
て
い
る
花
で
す
。
六
月
に

入
る
と
五
所
川
原
市
の
あ
ち
こ

ち
で
、
白
雲
の
よ
う
に
枝
い
っ

ば
い
白
花
を
盛
り
あ
げ
て
い
る

の
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

具 

馴帥

銘昨 

し 

．“ 

伸 四十八 

と 

」ト 交 年

一
月 

3 
・】・
・】 の 

一
日か 

× 

ー・証 

ら無斗 

b 
賢

緒になる 

羽

寮受

『」「 

”九 

該当者 

7 

】」大【 

に

はす 

- 70歳以上のおとしよりー 

医療費は無料 
	受給者証の交付申請を 

市政ダイヤル 

その日の 

行事や予定は 

でんわ⑤ 4321 



会
 

△と き 昭和48年1月1日 

午前11時 

△と こ ろ 市民文化会館

△会 費 300円 

（申し込みと同時

に納入してくださ

い） 

△申し込み 12月22日まで市情 

報課または五所川

原商工会議所へ 

、
《
」
 

△
 

新 年

名 刺 交 換 

④
引
慧
い

献
血
手
帳
を
一
 

献
血
強
調
月
間

L
 

市
で
は
、
十
二
月
一
日
ー
十

二
月
二
十
八
日
ま
で
を
「
献
血

強
調
月
間
」
に
定
め
、
市
民
に

献
血
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
 

最
近
自
動
車
の
増
加
に
と
も

な
い
毎
日
の
よ
う
に
交
通
事
故

が
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
を
に
ぎ

わ
し
て
い
ま
す
。
 

酒
酔
い
運
転
、
わ
き
見
運
転

居
眠
り
運
転
な
ど
、
事
故
が
あ

な
た
を
め
が
け
て
追
っ
て
お
り

ま
す
。
い
つ
ど
こ
で
事
故
に
あ

わ
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
の
で

不
慮
の
災
重
『
に備
え
て
献
血
し

み
ん
な
で
献
血
手
帳
を
持
ち
ま

し
よ
う
。
 

献
血
は
あ
な
た
と
あ
な
た
の

家
族
の
方
た
ち
を
し
っ
か
り
守

っ
て
く
れ
る
唯
一
の
道
な
の
で

す
。
も
し
万

一
の
場
合
が
あ
っ

た
と
き
必
要
と
す
る
血
液
量
を

血
液
セ
ン
タ
ー
か
ら
借
り
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
非
常
に
便

利
で
す
。
 

献
血
は
、
毎
月
次
の
と
お
り

実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
 
 

ひ
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
 

い
し
ま
す
。
 

▽
日
時
 

毎
月
第
一
、
第
三
木
曜
日
、
 

午
前
十
時
ー
正
午
ま
で
。
 

▽
場
所
 

五
所
川
原
保
健
所
前
 

‘

ー
 

〇
i
「
ま
い
に
ち
の
お
し

ご
と
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
す
」
 

十
一
月
二
十
三
日
の
 「
勤
労

感
謝
の
日
」
 
の前
日
、
保
育

園
の
ょ
い
子
た
ち
が
市
役
所

を
訪
れ
、
佐
々
木
市
長
に
花

束
を
贈
り
ま
し
た
。
 

〇
…
ょ

い
子
た
ち

は
、
 

津
軽
野
保
育
園

（
渋
谷
守
夫

園
長
）
の
三
十
五
人
で
、
花

東
と
い
っ
し
よ
に
み
ん
な
で

つ
く
っ
た
紙
細
工
も
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
 

〇
…
市
長
か
ら

「
カ
ゼ
を

ひ
か
な
い
よ
う
、
仲
よ
く
遊

ん
で
く
だ
さ
い
」
 と
励
ま
さ

れ
、
お
礼
に
キ
ャ
ラ
メ
ル
を

も
ら
っ
て
大
喜
び
で
し
た
。
 

あ
す

の
五
所
 

川
原

を
語
る
 

A
T
V
（
青
森
テ

レ
ビ
）
 
で
、十
二
月

十
四
日
（
木
）
午
後

六
時
か
ら
三
十
分
間

佐
々
木
市
長
の
「
あ

す
の
五
所
川
原
を
語

る
」

を
放
送
し

ま

す
。
 

放
送
で
は
「
住
み

よ
く
豊
か
な
ま
ち
づ

く
り
」
 
につ
い
て
、
 

身
近
か
な
問
題
を
と

り
あ
げ
、
こ
れ
か
ら

の
五
所
川
原
市
の
発

展
策
を
具
体
的
に
お

話
し
し
ま
す
。
 

冬
期
間
 

寒
さ
も
だ
ん
だ
ん
厳
し
く
な

り
ま
し
た
。
市
水
道
課
で
は
、
 

毎
月
水
道
の
検
針
を
し
て
お
り

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
降
雪
や
積

雪
の
た
め
検
針
が
困
難
に
な
り

ま
す
。
 

で
き
る
だ
け
検
針
を
い
た
し

ま
す
が
、
検
針
の
で
き
な
い
町

内
に

つ
い
て
は
十
二
月
か
ら
水

道
使
用
量
は
認
定
で
告
知
し
ま

す
。
 

こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
認
定
で

あ
り
春
に
メ
ー
タ
ー
を
確
認
し

た
際
は
精
算
さ
れ
ま
す
。
認
定

す
る
使
用
量
は
、
前
三
カ
月
の

平
均
で
告
知
し
ま
す
の
で
ご
協
 '

 r
 

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

部
屋
貸
し
、
借
家
な
ど
何
世

帯
か
で
水
道
を
使
用
す
る
場
合

は
必
ず
水
道
課
に
届
け
出
く
だ

さ
い
。
届
け
出
が
な
く
使
用
し

て
い
ま
す
と
借
家
人
が
市
営
住

宅
に
入
居
す
る
と
か
、
公
の
こ

と
で
水
道
料
納
入
済
証
明
書
が

必
要
に
な
っ
て
も
、
未
届
な
た

め
証
明
書
が
交
付
さ
れ
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。
 

大
家
さ
ん
が
水
道
料
を
受
領

し
、
未
届
な
た
め
ト
ラ
ブ
ル
が

お
き
て
い
る
例
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
の
で
必
ず
届
け
出
く
だ
さ
 

、
 
。
 

し
 

転
出
、
ま
た
は
長
期
に
わ
た

っ
て
留
守
に
す
る
場
合
は
、
水

道
課
に
巾
止
の
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。
放
っ
て
お
く
と
基

本
料
金
が
毎
月
請
求
さ
れ
る
こ

と
に
た
り
ま
す
。
 

年
末
調
整
に

正
 

し

い

申
告
を
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
所
得
税
は

給
与
か
ら
税
金
が
天
引
き
さ
れ

る
源
泉
徴
収
制
度
に
な
っ
て
お

り
、
十
二
月
に
こ
と
し

一
年
間

の
税
額
を
精
算
す
る
た
め
に
年

末
調
整
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
 

そ
の
た
め
に
は
、
扶
養
控
除

申
告
書
や
生
命
保
険
料
な
ど
控

除
申
告
書
を
給
与
の
支
払
い
者

に
正
し
く
提
出
し
て
い
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
災
害
や
盗
難
に
あ
っ

て
雑
損
控
除
を
受
け
ら
れ
る
人

や
、
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
 

'
 

'
 

て
医
療
控
除
が
受
け
ら
れ
る
人

は
確
定
申
告
を
し
て
納
め
過
ぎ

た
税
金
の
還
付
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
 

（
五
所
川
原
税
務
署
）
 

奨
学

生
を
募

集
 

読
売
新
聞
社
で
は
、
働
き
な

が
ら
自
分
の
力
で
東
京
お
ょ
び

そ
の
周
辺
の
大
学
、
ま
た
は
東

京
理
工
専
門
学
校
に
通
学
す
る

学
生
に
対
し
て
奨
学
資
金
を
貸

与
し
、
有
為
の
人
材
の
養
成
に

つ
と
め
る
目
的
で

「
育
英
奨
学

制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

現
在
、
そ
の
四
十
八
年
度
の
奨

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
が
詳

細
に

つ
い
て
は
左
記
に
は
が
き

で
問
い
あ
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
 

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一

の
七
の
一
 

読
売
新
聞
社
内
、
読
売
育
英

奨
学
会
事
務
局
丸
地
係
 
電
話

〇
三
ー
二
四
ニ
ー
一
一
一
一
番
 

水
道
の
使

用
料
は
 

認
定

告
知
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